
説明

1.機械圧延と圧力制御

回転ディスクと圧力蓋を利用して、「軽-中-軽」の正確な圧力サイクルを適用します。リアルタイムで圧力を調整することで、断片化を最小限に抑えながら最適な細胞破壊と茶汁の放出を確保できま
す。

2.複数のお茶の互換性

緑茶、烏龍茶、紅茶などの加工に対応します。緑茶の場合は成形（平らなストリップなど）に重点が置かれますが、紅茶の場合は酸化を開始するために集中的に揉む必要があります。

3.自動化＆スマート制御（カスタマイズ）

サポート追加 PLC システムとタッチスクリーンを統合して、パラメータの事前設定 (時間、速度、圧力) とデータロギングを行います。自動供給/排出システムにより、労力が軽減され、効率が
向上します。

4.構造設計

ステンレス製のバレルとディスクを採用し、耐食性と衛生性に優れています。らせん状のリブ付き表面により、お茶の転がりの均一性が向上し、こぼれが軽減されます。

利点

1.安定した品質

手作業によるばらつきを排除し、バッチ全体で均一な外観、香り、風味を保証します。台湾では望月製茶機の導入により高級茶の品質が安定し、地域ブランドが定着しました。

2.効率

自動化により、手動による方法と比較して回転速度が 28.5% 以上向上します。緑茶の生産能力は 11 ～ 110 kg/h で、従来のプロセスをはるかに上回っています。

3.プロセスの柔軟性

葉の柔らかさと水分に基づいて圧力と持続時間を調整します。台湾ウーロンの場合、圧延強度と発酵要件のバランスがとれています。

4.耐久性とメンテナンス性

頑丈な鋳鉄/ステンレス鋼構造により、長期間の耐用年数が保証されます。モジュール設計により、清掃と修理が簡単になります。

アプリケーション

緑茶：蒸してから整形します（例：龍井、碧螺春）。

ウーロン茶：多段階の圧延（包中、鉄観音など）により粒状を形成し、香りを高めます。

紅茶：酸化を促進して特徴的な赤い色と風味を生み出します（キームン、アッサムなど）。

その他：白茶と濃茶の初期成形。

アプリケーション

月型茶揉み機 黒茶、緑茶、ウーロン茶、白茶、濃い茶、ハーブティーの加工に適しています。上記のお茶の生産に必要な作業時間は次のとおりです。

お茶の種類 労働時間
紅茶 30～90分



緑茶 4～6分
ウーロン茶 4～6分
ハーブティー 4～6分

上記のデータは参考値であり、具体的な処理時間は実際の状況に応じて決定されます。

仕様

月型茶揉み機 仕様リスト:

モデル DL-6CRT-30W
次元 1050×950×1700mm
電圧 380V/50Hz

ディスク直径 800mm
ドラム直径 300mm
パワー 2KW

モーター速度 1400rpm
モーター電圧 380V
ドラムスピード 42RPM

特別なニーズがある場合は、顧客のニーズに応じてカスタマイズできます。

写真

https://www.delijx.jp/category/orthodox-tea-leaf-roller-rolling-machine.html






お問い合わせ

この製品にご興味がございましたら、価格を確認させていただきますので、お問い合わせください。

↑ ↑ アイコンをクリックすると最新の価格を直接入手できます ↑ ↑

https://www.delijx.jp/api.whatsapp.com/send/?phone=8618359335376&text=I want know the price of this product : DL-6CRT-30W.html
https://m.me/Shayehuangteamachinery


↓ ↓ 連絡先情報を下部に残すこともできます。通常10分程度でご連絡致します↓ ↓


